
　泉南市は、都市近郊の農地や和泉葛城山系の自然環境、泉南りんくう公園
に代表される海浜部の観光スポット、岡田漁港の海産物、熊野街道といった歴
史的資源等、地域の資源を保全・活用しながら、４つの鉄道駅や市役所周辺
を核として公共施設等の最適化を図り、都市機能や居住を誘導するとともに、
自然環境と多様な都市機能が調和した土地利用により、生活利便性の高いコ
ンパクトな都市構造の形成
を目指しています。
　公共施設等の最適化とし
て、令和５(2023)年３月に
策定した「泉南市立小中学
校再編計画」の第Ⅰ期で西信
達中学校と西信達小学校を
統合し、西信達中学校敷地
等に(仮称)西信達義務教
育学校を現在建設中です。
現西信達小学校は、南海本
線岡田浦駅に隣接している
ことからも、同小学校移転
後の跡地を有効活用するこ
とで、多世代間の住民が交
流し、にぎわいが創出され
る岡田浦駅周辺地区の生活
拠点形成を目指しています。

岡田浦駅周辺地区の
まちづくりの
詳細はこちら

泉南市

■現況整理・想定課題

西信達小学校跡地活用による
にぎわいづくり
～にぎわいが創出される生活拠点の形成～

●生活拠点の鉄道駅周辺等では、商業の活性化や交通結節機能の強化等が必要。漁港、歴史ある社寺、
ハマヒルガオ等の花や自然を活用した観光の振興が必要

●歩道・駅のバリアフリー化や通行しやすい生活道路の確保が必要。府道は道路幅員が狭く、一方通行
であるため、道路の改良が必要。歩道が狭く、駅に送迎車両の停車場所がなく不便。ハザード対策を
踏まえた整備が必要

●道路規模的に、コンビニ等の進出には難しく、道路の強化が必要。岡田浦駅の利用者数は少ないので、
目的地となる施設配置による市民アクセス等の増加が必要

跡地整備イメージパース



■再編のためのコンセプト・方向性

方向性

①賑わいのある生活拠点の創出

②だれもが安全・安心に過ごすことが
　できる住環境の形成

・生活利便施設の誘致により、地域の利便性を向上
・交通利用だけでなく、目的をもって来訪して過ごせる場所づくり
・漁港、歴史ある社寺や花等といった地域資源の魅力発信

・大阪府や地域と連携した道路拡幅・対面通行化
・南海電鉄と連携した踏切拡幅・駅舎改修、バリアフリー化
・子どもが安心して遊べる空間

・西信達小学校に代わる、防災性を高める空間・施設の整備による地域の
  防災性の向上

③災害に備えた地域防災力の向上

■土地利用ゾーニング（案）

■事業推進に向けて

●市民、関連企業との協働
▶事業実現には、地域、事業者、行政との協
働の取組が必要不可欠

▶市民がまちづくりに参画しやすい環境づくりの
支援

▶民間活力の積極的な導入

●一体的な周辺環境の整備
▶学校跡地整備と岡田浦駅及び周辺道路など
のバリアフリー化との一体整備

▶周辺道路や踏切の改修が必要不可欠

【最後に】
今後も本市の取組を注視していただき、企業の
皆様の本事業への参画をお待ちしております。

― コンセプト ―
地域と連携し、地域ニーズに即した駅前再編
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